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これら一連の，秘かにマニ教徒によって使用されたと考えられる，いわゆる「ヨハネ文書群」と戦後
発見されたナグ・ハマディ支書群中の「ヨハネのアポクリュフオン」等と，ヨーロツパ中世に盛行し
たカタリ派異端の正典として尊重された「ヨハネ問答書」との間に，何らかの関連性を予想できなく
はないが，これは今後の課題として留保しておきたい。また，マニ教的異端によって伝承された「竜
退治神話」と，ヨーロッパ中世の竜退治伝説との間にも同様のことが想定されてもよいと思うが，何
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